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自慢の民族衣装を身にまとった女性たち。オアハカ州フチタンに
伝わる伝統的な踊りは、パイナップルを持ったユニークなもの

　
町
の
中
心
に
あ
る
広
場
の
周
り
に
は
、

オ
レ
ン
ジ
、
ピ
ン
ク
、
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
、

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
な
ど
に
彩
ら
れ
た

建
物
が
並
ぶ
。
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
コ

ロ
ニ
ア
ル
建
築
は
、
真
っ
青
な
空
に
映
え

て
美
し
い
。
そ
し
て
、
丸
み
を
帯
び
た
石

畳
の
道
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
情
あ
ふ

れ
る
空
間
が
続
く
。
そ
の
先
に
あ
る
市
場

に
は
色
鮮
や
か
な
食
材
や
生
活
雑
貨
が
並

び
、
衣
装
や
生
地
な
ど
を
売
る
店
は
と
り

わ
け
目
を
引
く
。

ご
ろ
に
は
２
万
５
０
０
０
も
の
人
が
暮
ら

し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
遺
跡
は
祭
壇
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
壮
大

な
景
観
か
ら
も
、
当
時
の
繁
栄
ぶ
り
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　
そ
し
て
１
９
８
７
年
、
こ
の
遺
跡
と
共

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
が
、

オ
ア
ハ
カ
歴
史
地
区
だ
。
路
地
裏
か
ら
は

子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
、
カ
フ
ェ
は

午
後
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
人
々
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

　
ま
ぶ
し
い
日
差
し
が
大
地
を
照
ら
し
、

心
地
良
い
風
に
吹
か
れ
て
木
々
を
彩
る
赤

い
花
が
揺
れ
て
い
た
。
標
高
約
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
、
緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

空
間
に
は
、
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い

る
。
首
都
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
か
ら
南
東

に
約
４
０
０
キ
ロ
、
世
界
遺
産
の
町
オ
ア

ハ
カ
だ
。

　
市
街
地
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
あ
る
の
が
、
中
央
メ
キ
シ
コ
最
古
の
モ

ン
テ
・
ア
ル
バ
ン
遺
跡
。
西
暦
５
０
０
年

　
そ
の
色
彩
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
郊
外
に

あ
る
伝
統
工
芸
の
町
に
足
を
延
ば
し
て
み

た
。
車
で
30
分
ほ
ど
の
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
ー

ノ
村
で
出
会
っ
た
の
が
、
小
さ
な
花
柄
模

様
の
刺
し
ゅ
う
の
洋
服
を
作
る
女
性
。
椅

子
に
座
っ
て
黙
々
と
作
業
を
続
け
る
そ
の

ま
な
ざ
し
は
、
女
性
ら
し
さ
の
中
に
も
力

強
さ
を
感
じ
る
。

　
手
に
取
る
と
、
花
や
鳥
の
刺
し
ゅ
う
が

一
つ
一
つ
細
か
く
施
さ
れ
て
い
る
の
が
分

か
る
。
鮮
や
か
さ
の
中
に
あ
る
繊
細
さ
、

独
自
の
デ
ザ
イ
ン
。
一
着
を
仕
上
げ
る
ま

で
に
、
数
カ
月
も
の
時
間
を
費
や
す
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
手
作
り
の
ぬ
く
も

伝統が息づく町

世界文化遺産に登録されているコロニアル建築の建物が並ぶ旧市街。いつも多くの観光客で
にぎわっている

石畳の道が張り巡らされた旧市街。古い住居と織り成す町並みが美しい

パステルカラーに包まれたオコタラン村にある教会は、人々の憩いの場となっている

トルコルーラ村の市場には、職人が丹精込めて作り上げたタペテが並ぶ

花や蝶などの愛らしい柄があしらわれている

床に座って織るのは、腰織という伝統的な方法。赤や青といった原色をベースに明
るい製品に仕上げていく

人口は約27万人。山々に囲まれたオアハカは緑に包まれた自然豊かな町だ

メキシコ料理にトウガラシ
は欠かせない。その種類
も豊富だ

トマト、アボカド、リンゴ、ブド
ウなど、市場にはたくさんの
食材が並ぶ

山の上に造られたモンテ・
アルバン遺跡。南北にそび
え立つ巨大なピラミッドの
上から見る遺跡は絶景だ

タペテは羊毛から糸を紡ぎ、
染め、そして織る。機械化せ
ずに今も古き良き伝統を守り
続けている

「1個どうだい？」。自慢の製品を売る
男性

土産物店では多くの女性が真剣なまなざしで置物
に色付け作業を行っていた

Mexico
［メキシコ］

写真・文＝大塚雅貴（フォトグラファー）
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り
や
素
朴
さ
が
、
い
つ
の
時
代
も
、
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
る
理
由
だ
ろ
う
。

　
天
然
素
材
の
み
を
使
っ
た
羊
毛
織
物
が

タ
ペ
テ
。
派
手
な
色
使
い
や
独
創
的
な
模

様
で
国
内
外
で
人
気
の
商
品
。
毛
糸
を
紡

ぐ
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
黒
、
黄
、
青
、
赤

に
染
め
、
織
っ
て
ゆ
く
。
職
人
の
自
慢
の

一
品
が
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　
多
く
の
伝
統
工
芸
が
息
づ
く
オ
ア
ハ

カ
。「
こ
の
町
が
好
き
だ
」。
こ
の
土
地
に

暮
ら
す
人
々
は
そ
う
話
す
。
伝
統
を
守
り

な
が
ら
、
一
つ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
す
彼
ら
。
そ
の
自
然
で
穏
や
か
な
暮

ら
し
が
、
う
ら
や
ま
し
く
思
え
て
な
ら
な

か
っ
た
。

一つ一つ手作りで仕上げていく刺しゅう。オリジナリティーあふれる製品は外国人観光客からも人気
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ずに今も古き良き伝統を守り
続けている

「1個どうだい？」。自慢の製品を売る
男性

土産物店では多くの女性が真剣なまなざしで置物
に色付け作業を行っていた

Mexico
［メキシコ］

写真・文＝大塚雅貴（フォトグラファー）
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り
や
素
朴
さ
が
、
い
つ
の
時
代
も
、
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
る
理
由
だ
ろ
う
。

　
天
然
素
材
の
み
を
使
っ
た
羊
毛
織
物
が

タ
ペ
テ
。
派
手
な
色
使
い
や
独
創
的
な
模

様
で
国
内
外
で
人
気
の
商
品
。
毛
糸
を
紡

ぐ
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
黒
、
黄
、
青
、
赤

に
染
め
、
織
っ
て
ゆ
く
。
職
人
の
自
慢
の

一
品
が
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　
多
く
の
伝
統
工
芸
が
息
づ
く
オ
ア
ハ

カ
。「
こ
の
町
が
好
き
だ
」。
こ
の
土
地
に

暮
ら
す
人
々
は
そ
う
話
す
。
伝
統
を
守
り

な
が
ら
、
一
つ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て

暮
ら
す
彼
ら
。
そ
の
自
然
で
穏
や
か
な
暮

ら
し
が
、
う
ら
や
ま
し
く
思
え
て
な
ら
な

か
っ
た
。

一つ一つ手作りで仕上げていく刺しゅう。オリジナリティーあふれる製品は外国人観光客からも人気



Event
［上］カラフルに飾りつけられたピニャータ。専門店では
さまざまな種類が売られている
［下］誕生日会に用意されたのは、なんとお姫様の形を
したピニャータ！

ピニャータ割り

子どもたちに大人気のイベントといえば

　メキシコの子どもたちが大好きなピニャータ割り。誕生日や
クリスマスなど、特別な日に行われる恒例行事だ。
　ピニャータとは、昔は土鍋、今は紙製のくす玉のような入れ
物を、色とりどりの紙で飾りつけたもの。街中にはなんと専門
店も。星、ロバ、カメ、UFOなどに形作られたピニャータが売ら
れている。
　ひもをつけて、大人が両端を持ってぶら下げたら準備完了。
子どもたちはバンダナで目隠しをし、棒で順番にピニャータを
たたいていく。「もっと右！」「もっと左！」。周りから掛け声が
飛ぶ様子は、まるで日本のスイカ割り。ピニャータの中には、実
はチョコレートやあめがいっぱい。割れた瞬間に散らばるお菓
子を、子どもたちは一目散
に拾い集める。
　一人目でピニャータが
割れてしまってはたまらな
い。一人でも多くの子が挑
戦できるよう、大人たちは
ひもを上下左右に揺らし、
簡単に割られないように
頑張るのだ。

メキシコの文化を
知ろう！

取材協力：日本ラテンアメリカ文化交流協会

【RE C I P E】
【SHOP INFORMATION】

　メキシコ料理に欠かせないのが、
日本でもおなじみの「サルサ」。何種
類ものトウガラシをトマトやタマネ
ギ、ニンニクなどと混ぜたソースは、
完熟トマトを使った赤色や、熟す前
のグリーントマトと混ぜた緑色が基
本。主食であるトウモロコシの生地
を焼いた「トルティージャ」はもちろ
ん、肉や魚、野菜などのおかずとも
相性抜群。いろいろな料理にかけて
食べる。
　そんなサルサと同じく、メキシコ料
理を代表するソースが「モーレ」。こ
ちらもトウガラシをたっぷり使ってい
るが、なんとこのソース、味の主役は

モーレ

メキシコ料理といえば
甘くて辛いチョコレートソース

チョコレート。カレーのように肉やコ
メにかけて一緒に食べるというが、
一体どんな味がするのやら。口に入
れると、とろっとした甘みが広がり、
その後にトウガラシの辛みが続く。
肉とコメにもよく合い、食が進む。
　横浜・関内にある「AZTECAS」
は、メキシコ出身のゲレロ・エルナン
デス・アルバロさんが「アステカ帝国
の時代から伝わる本場の味を日本
の皆さんに届けたい」と始めたお
店。アステカ王の銅像の前で、本場
の味を楽しめる。

●材料（4人前）
アンチョチリ、ムラトチリ、パシヤチリ各1本
（もしくはトウガラシ3本）／タマネギ2分の1
個／ニンニク2分の1片／ピーマン1個／ト
マト2分の1個（みじん切り）／食パン3分の1
枚／アーモンド、ピーナツ各20g／ゴマ大さ
じ1杯／無糖チョコレート100g／シナモン
パウダー、塩、砂糖少々

AZTECAS（アステカス）
〒231-0014
神奈川県横浜市中区常磐町4-52 
文乃家ビルB1階
TEL：045-662-5866
営業時間：17～24時（月～土）、
15～23時半（日祝）

細かく切ったトウガラシ、タマネギ、ニンニ
ク、ピーマンを軟らかくなるまでゆでる。
❶と、残りの材料をミキサーに入れ、全て
つかる程度の水を加える。
❷が液状になるまでミキサーにかけた
ら、ざるに通して鍋に入れ、弱火で約20分
煮込んだら出来上がり。

❶

❷

❸

毎年9月に東京・お台場で開催されるメキシコ文
化イベント「フィエスタ・メヒカーナ」でも体験できる
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